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はじめに
2007年5⽉に公布された新しい統計法は、2009

年4⽉から全面施⾏されている。この新統計法の
特⻑は、旧統計法で⾏政機関等が活用するために
作成されていた公的統計の公共性が重視されるよ
うになり、「⾏政のための統計」から「社会の情
報基盤としての統計」へと転換が図られたことに
ある。そのため、学術研究・⾼等教育の発展に資
すると認められる場合、または国際社会における
我が国の利益の増進及び国際経済社会の健全な発
展に資すると認められる場合という条件のもと
で、あらゆる部⾨の研究者等が公的統計を二次利
用できることになった 1）。特に研究者の注⽬を集
めているのは、統計調査から得られた調査票デー

タ（個票データ）の提供についてであり、研究者
が独自の視点で公的統計データの分析を⾏うこと
によって、従来の公的統計の分析結果からは得ら
れなかった、新たな知見が期待されている 2）。本
稿ではこの個票データの活用⼿法のひとつとし
て、⻭科関連の統計調査間のリンケージに着⽬し、
その留意点について述べることにする。

統計調査間のデータリンケージとは
統計調査間のデータリンケージとは、調査内容
や実施年度の異なる統計調査間において同じ調査
対象者のデータが含まれている場合、それらの
データ同⼠を結びつける役割をする共通項⽬
（キー項⽬）を⼿がかりにして、データ同⼠を組
み合わせることである。このデータリンケージに
よって、単独の統計調査データだけでは得られな
い情報を研究に活用できることになり、より広範
で詳細な分析を実施することが可能となる。
このデータリンケージには、同一統計調査にお
ける異なる年度間のデータリンケージと、異なる
複数の統計調査間のデータリンケージの2通りが
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抄　録
統計法が2007年に改訂され、研究者は厚⽣労働統計調査の個票データが利用できるようになった。しか
し、研究者はそれらの統計調査の利用申請に関する⼗分な情報をもっていない。利用申請⼿続きの経験を
研究者間で共有するため、⻭科関連の厚⽣労働統計調査間のデータリンケージの留意点について報告する。



ある 3）。⻭科領域においては、同一統計調査にお
ける異なる年度間のデータリンケージ例として、
医師・⻭科医師・薬剤師調査があげられる。また、
異なる複数の統計調査間のデータリンケージ例と
して、国⺠⽣活基礎調査−国⺠健康・栄養調査-⻭
科疾患実態調査、国⺠⽣活基礎調査-保健福祉動向
調査、医療施設調査-患者調査などがある。これら
の統計調査の概要と統計調査間のデータリンケー
ジに関する留意点を表１−４にまとめた。なお、
厚⽣労働統計の調査の概要と結果については、厚
⽣労働省ウェブサイト内の「厚⽣労働統計一覧」4）、
調査票は「統計調査の調査票様式」5）から閲覧で
きる。

異なる複数の統計調査間のデータリンケージの
留意点
上記の統計調査間のデータリンケージについ

て、留意すべき点がいくつかある。
１）国⺠⽣活基礎調査の調査系統には、世帯票・
健康票の系統と所得票・貯蓄票の系統の2通り
があり、調査対象が異なっている。集計客体数
も世帯票・健康票の系統の約 23万世帯に対し
て、所得票・貯蓄票の系統はその約10分の１に
すぎない（平成 19年度⼤規模調査）6）。⻭科領
域の統計調査間のデータリンケージに利用でき
るのは、このうちの世帯票・健康票の系統であ
る。また、国⺠⽣活基礎調査の後続統計調査で
ある国⺠健康・栄養調査の調査対象と保健福祉
動向調査の調査対象は異なっており、両後続統
計調査間のデータリンケージはできない。
２）国⺠健康・栄養調査や⻭科疾患実態調査の調
査客体数がやや少ないことが指摘されている。
そのため、国⺠健康・栄養調査は健康⽇本21の
地⽅計画策定の際に上乗せ調査が必要になった
り 7）、⻭科疾患実態調査でも調査客体の代表性
の問題が指摘されたりする8）など、地域レベル
での細かい分析が⾏いにくくなっている。
３）国⺠⽣活基礎調査とその後続調査とのデータ
リンケージのキー項⽬は、各統計調査票によっ
て多少の違いはあるが、１）地区番号、２）単

位区番号、３）世帯番号、４）世帯員番号、５）
性別、６）出⽣年⽉、が基本である。しかし、
これらのキー項⽬を用いても、データを100％
リンクできるわけではない。橋本ら3）によれば、
国⺠⽣活基礎調査と国⺠健康・栄養調査の前身
である国⺠栄養調査とのデータリンケージでき
る割合は93.2%であったと報告されている。こ
の研究では、データリンケージできなかった理
由として、複産児などによりリンク候補者が複
数いるケース、調査時期の違いや統計調査の非
協⼒者に起因するリンク候補者がいなかった
ケースなどをあげている。また、統計調査に
よっては調査票上に世帯員番号の記載を求めて
おらず、世帯員番号の記載を求めている場合に
比べて、リンケージ不可能なデータの増加が予
想される。
４）保健福祉動向調査では6年ごとに⻭科保健に
関する調査が⾏われてきたが、平成15年を最後
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表1 異なる年度間でリンケージが可能な⻭科関連の
厚⽣労働統計調査



に調査自体が廃止された。そのため、現在は統
計調査データから同様の情報を得ることができ
なくなっている。保健福祉動向調査は国⺠の⻭
科受療⾏動などの把握に適した調査であったた

め、国⺠の⻭科受療⾏動や治療ニーズなどの経
年的な変化を政策に反映させることが難しくな
る可能性がある。
５）患者調査と医療施設静態調査のデータリン
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表2　統計調査間のリンケージが可能な⻭科関連の厚⽣労働統計調査①



ケージにおいて、患者調査は層化無作為により
抽出した医療施設における患者を調査客体とし
ている。患者調査の⻭科診療所抽出率は 2／
100であり、二次医療圏や市区町村単位での分
析を⾏うには、対象医療施設数が少なすぎると
考えられている。データリンケージのキー項⽬
は、医療施設調査票の整理番号、患者調査票の
施設番号である。

まとめ
本稿では⻭科関連の厚⽣労働統計調査間のデー
タリンケージの留意点についてまとめた。橋本 9）

によれば、国⺠⽣活基礎調査などの⽬的外利用使
用申請の⼿続きやデータの内容、研究などに用い
る場合の問題点などの情報が研究者に不⾜してお
り、統計調査データの⽬的外利用申請を⾏う際に
⼿間取る原因になっている。厚⽣労働統計調査
データの⽬的外利用申請に関する情報について
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表3　統計調査間のリンケージが可能な⻭科関連の厚⽣労働統計調査②



は、厚⽣労働省からの情報提供を待つだけでなく、
⽬的外利用申請の経験者が中心となって積極的に
発信していくことも必要となるであろう。
厚⽣労働統計調査の⽬的外利用申請の担当課で
は、提出された⽬的外利用申請書の審査期間が短
縮できるように配慮されているとのことであり、
新統計法の施⾏以前に⾏われた⽇本疫学会による
調査 10）に比べて、データ利用許可までの審査時
間の短縮が期待できる。今後は厚⽣労働統計の⽬
的外申請の件数も以前より増加することが予想さ
れることから、厚⽣労働統計の⽬的外利用に関わ
る情報を研究者が容易に利用し、厚⽣労働統計の

有効活用につなげられるような環境づくりが必要
であると考えられる。
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Abstract
Statistics act was revised in 2007, and researchers came to be able to use individual data of Health, labor

and welfare statistics. However, researchers do not have enough information about application for using
these statistics. In order to share our experience relevant to application procedures with other researchers,
we report the tips for data linkage between Health, labor and welfare statistics related to oral health.
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